
　未開拓のテラヘルツ周波数帯（約0.1～10THz）では
様々な応用が期待され，小型・高出力・室温動作など
の性能を持つ半導体テラヘルツ光源の実現が求めら
れています．本研究では，量子ナノデバイスのひとつ
である共鳴トンネルダイオード（RTD）を用いて，単体の
室温電子デバイスでは最高の周波数1.98THzの発振
に成功しました．このようなテラヘルツ光源の高性能化
と，50ギガビット/秒を超える大容量無線通信、分光分
析、レーダーなどへの応用の研究を行っています．	
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